
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真提供 : 秋田公式観光サイト アキタファン 十和田湖冬物語 

 

 
日時 : 令和 6 年 12 月 6 日 (金) 13:30～17:00 
場所 : 秋田大学本道40周年記念会館 
主催 : 東北動物実験研究会 
共催 : 日本実験動物技術者協会奥羽支部・東北支部 
後援 : 秋田大学 
主管 : 秋田大学 バイオサイエンス教育・研究サポートセンター 
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第35回東北動物実験研究会 
 
 

日 時 : 12月6日 (金)  

場 所 : 秋田大学 本道 (医学部) キャンパス  

本道40周年記念会館 (秋田市本道1-1-1)  

 
役員会 応接室 12:30～13:30 

 
総 会  本道40周年記念講堂 13:30～14:00 

 
研究会 本道40周年記念講堂 14:05〜17:05 

 
懇親会 秋田長屋酒場 18:30〜20:30 

  (秋田市中通4-16-17)   

 東北動物実験研究会、日本実験動物技術者協会奥羽・東北支部合同 
 
 
 

秋田大学本道地区 (会場案内図)  

 



研究会プログラム 
 (敬称略)  

 

 
開会の辞 14:05〜14:10 

 
講演会 

 
講演Ⅰ 14:10〜14:55 

座長 : 古市 達哉 (岩手大学農学部共同獣医学科実験動物学研究室)  

「実験動物の管理と法規制: 動物実験の適正な実施を目指して」 

三好 一郎 (東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設)  

 
講演Ⅱ 第446回日本実験動物技術者協会本部共催 14:55〜15:40 

座長 : 原田 伸彦 (東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設)  

「新しい発想から生まれた生殖技術」 

金子 武人 (大阪公立大学大学院獣医学研究科)  
 

休憩 15:40〜15:50 

 
講演Ⅲ 15:50〜16:35 

座長 : 関 信輔 (秋田大学バイオサイエンス教育・研究サポートセンター)  

「秋田大学的激安遺伝子改変動物作製法と免疫学への応用 

- 自然リンパ球が語る体質と感染症の関係 -」 

海老原 敬 (秋田大学大学院医学系研究科微生物学講座)  
 
講演Ⅳ 16:35〜17:00 

座長 : 佐々木 宣哉 (北里大学獣医学部実験動物学研究室)  

「医療を支えた功労者たち: 実験動物の貢献」 

松田 幸久 (秋田県獣医師会)  
 

 
閉会の辞 17:00〜17:05 



 
 
 
 
 
 

 
講演要旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



講演Ⅰ 

実験動物の管理と法規制:動物実験の適正な実施を目指して 
 

東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設 

三好 一郎 

 
動物実験は、医学生命科学研究をはじめ、食品・医薬品や化学物質の評価等、広範な

分野の学術研究や科学技術の推進のためには必要不可欠な手段である。一方、動物の生

命又は身体の犠牲を強いる手段であり、動物実験等を実施する者は、動物愛護の観点か

ら動物実験等の適正な実施に努めなければならない。また、その観点から、動物実験に

対する批判や根強い反対が国内外で見られる。 

我が国では、動物実験の適正な実施を推進するために、動物の愛護及び管理に関する

法律 (動物愛護管理法) に基づく実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準 

(飼養保管基準) と、研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針 (動物実験

基本指針) を拠り所として機関管理を強化してきた。 

飼養保管基準は、改訂を重ねるとともに最新の情報に基づき各府省の考え方を集約し

た解説書も発行されていることから、我が国のすべての動物実験実施機関への周知が進

んでいる。動物実験が広く社会の理解と支持を得るために、日本学術会議は、国際的動

向を考慮したうえで「動物実験に対する社会的理解を促進するために (2004) 」を提言

し、我が国の動物実験の在り方を示してきた。すなわち、1)  国内で統一された動物実

験ガイドラインを制定し、2)  第三者的立場から1) の実効性を評価する (検証) システム

を構築することが提言され、実際にそれを反映させる形で1)  に対応した動物実験基本

指針が制定され、2) 3省の動物実験基本指針に対応した第三者評価あるいは検証の制度

が構築され (いわゆる2006年体制) 、今日に至っている。しかし、現在の動物実験基本指

針は文部科学省、厚生労働省、農林水産省の3省に限定して制定されるに留まり、各々

の内容の差異、網羅性や整合性、さらに現状への対応と将来に向けた発展性の点で問題

があり、そのため動物実験基本指針に拠る機関管理体制の不備を指摘する声もあがって

いる。 

今回は、実験動物福祉に関するわが国のこれまでの取り組みを (公社) 日本実験動物学

会等の活動を中心に紹介し、今後の課題を整理する。動物実験の適正化は研究機関等 

 

 

 



の責任において実施されるものであるが、行政、研究者コミュニティ、動物実験関係団 

体、第三者評価機関等の連携が重要である。そこで、動物愛護管理法の見直し改正を控 

えていることから、わが国の動物実験の機関管理体制の実効性と信頼性を確保するため 

に、動物実験共通基本指針の制定、All Japanでの機関管理体制の構築、外部検証･認証 

制度の拡充、届出制度・情報公開への対応等について議論したい。 

 

 

＜略歴＞ 

1981年 北海道大学獣医学部獣医学科 卒業 

1986年 北海道大学大学院獣医学研究科博士後期課程 修了 (獣医学博士)  

1986~1994年 北海道大学医学部附属動物実験施設・助手 

1988年 Queensland Institute of Medical Research，Australia 

  (日本学術振興会国際共同研究)  

1992~1993年 Tulane University School of Medicine, USA (Postdoctoral fellow)  

1995~2003年 東北大学医学部・医学系研究科附属動物実験施設・助手 

2003年 名古屋市立大学大学院医学研究科実験動物研究教育センター・助教授 

2005年 名古屋市立大学大学院医学研究科実験動物研究教育センター・特任教授 

2008~2015年 名古屋市立大学大学院医学研究科病態モデル医学分野・教授， 

 同実験動物研究教育センター・センター長 

2015年~ 東北大学大学院医学系研究科附属動物実験施設 (医用動物学分野)  

 教授・施設長 

 
  



講演Ⅱ 

新しい発想から生まれた生殖技術 

 
大阪公立大学大学院獣医学研究科 

金子 武人 
 

 
実験動物学分野において、生殖技術は動物の効率的生産のみならず、微生物統御や遺

伝的統御においても重要な技術として利用されている。また、多くの研究分野で生物の

生産や遺伝資源の保存に利用され、ヒトにおいては不妊症治療の主要技術として多くの

命が誕生している。これまで、多様な生殖技術が開発され実用化されてきたが、近年の

生命科学研究の急速な発展により、迅速かつ高い成功率の生殖技術が必要とされてい

る。このため、従来の生殖技術では研究への活用や研究支援の技術として十分に対応で

きない状況にあるのが現状であり、さらなる生殖技術の開発が求められている。演者

は、これらの状況を踏まえ、従来の方法とはまったく異なる発想で簡易で迅速かつ高効

率な新しい生殖技術の開発を行ってきた。 

 

 液体窒素による保存を必要としない簡易・安全・低コストの精子フリーズドラ 

イ長期保存法の開発 

 エレクトロポレーション法による簡易かつ高効率なゲノム編集動物作製法 (テ 

イク法) の開発 

 精管結紮雄を必要としないマウス・ラットにおける人工偽妊娠誘起法 

 (EGET) の開発 

 

本講演では、演者が新しい発想により開発、実用化してきたこれらの技術を中心に、

新規かつ誰でも実践できる生殖技術について紹介する。 

 

【参考文献】 

 Kaneko T, Whittingham DG, Yanagimachi R. Effect of pH value of freeze-drying    

solution on the chromosome integrity and developmental ability of mouse spermatozoa.  

Biology of Reproduction 68, 136-139, 2003. 

  



 Kaneko T, Sakuma T, Yamamoto T, Mashimo T. Simple knockout by electroporation  

of engineered endonucleases into intact rat embryos. Scientific Reports 4, 6382, 2014. 

 Kaneko T, Endo M, Tsunoda S, Nakagawa Y, Abe H. Simple induction of  

pseudopregnancy by artificial stimulation using a sonic vibration in rats. Scientific  

Reports 10, 2729, 2020. 

 

＜略歴＞ 

2000年 近畿大学大学院生物理工学研究科 修了 

2000年 熊本大学 生命資源研究・支援センター 助教 

 (2001年～2003年 University of Hawaii, USA  Dr. Ryuzo Yanagimachi Lab.)  

2005年 博士 (医学)  熊本大学 

2010年 京都大学大学院医学研究科、NBRPラット 講師 

2017年 岩手大学大学院理工学研究科 准教授 

2024年 大阪公立大学大学院獣医学研究科 教授 

同 動物科学教育研究センター センター長 

2013年〜2021年 国立環境研究所 客員研究員 

2017年4月〜現在 東京医科歯科大学 (現 東京科学大学)  非常勤講師 

2024年4月～現在 岩手大学 非常勤講師 



講演Ⅲ 

秋田大学的激安遺伝子改変動物作製法と免疫学への応用 

〜自然リンパ球が語る体質と感染症の関係〜 

 
秋田大学大学院医学系研究科微生物学講座 

海老原 敬 

 
「回遊魚は泳ぎ続けないと死ぬ」と言われますが、免疫学者もマウスを作り続けない

と死んでしまう。そんな噂があります。私が研究を始めたころは、遺伝子改変マウス1

ライン作成するのに200万と言われていました。ですので、遺伝子改変マウスを作る前

に十分なin vitroのデータを取ってから思い切って遺伝子改変マウスを作ったものです。

しかし、皆さんご存じの通り、CRISPR/Cas9法の登場で状況は一変しました。In vitroで

ノックダウンの実験をする額とあまり変わらない金額でノックアウトマウスを作れるよ

うになりました。最終的に生体レベルの話を展開する必要があるので、最初から遺伝子

改変マウスを作ったほうが時間的にも大いに節約になります。しかし、問題点がまだい

くつかあります。そのうちの一つが大きい遺伝子を導入しないといけない場合とfloxマ

ウスを作る場合です。CRISPR/Cas9法の技術革新で成功率は上昇しましたが、未だに成

功率が十分に高いとは言えない状況と思います。そこで私達は、C57BL/6のES細胞に

CRISPR/Cas9法を用いて遺伝子を操作し、激安 (約10数万円) で遺伝子改変動物を作成す

る手法を確立しました。その手法をご紹介し、作ったマウスで得た免疫学的知見をご紹

介します。 

免疫には一定の方向性が存在します。ウイルス感染細胞や腫瘍細胞の除去を目的とし

ているのが転写因子T-bet依存性の1型免疫、抗寄生虫免疫やアレルギー炎症を誘導する

するのが転写因子GATA-3依存性の2型免疫、細胞に入り込まない病原体 (細菌や真菌) 

に対する免疫応答を担うのが転写因子Rorgt依存性の3型免疫です。それぞれの免疫型の

強弱は、免疫体質として現れます。例えば、1型免疫が弱い傾向にあるとウイルス感染

に弱い体質をもつことになります。体質を制御しうる免疫細胞として、自然リンパ球 

(Innate lymphoid cell: ILC) が同定されてから15年ほど経ちましたが、私達は特に、自然

リンパ球のバランス維持機構について研究を行ってきました (Ebihara T, Nat Immunol  

2015; Miyamoto C, Ebihara T*, Nat Commun 2019; Ebihara T*, Trends Immunol 2019;  

 

 

 



Ardain A, Ebihara T, Khader SA. Nature 2019; Yamada T, Ebihara T*, J Exp Med 2023) 。 

自然リンパ球は大きく三つのグループ (Group 1、Group 2、Group 3) に分けることがで

きます。Group 1は1型免疫を担うグループで、転写因子T-betを要し、IFN-γやTNFα産生

を担うNK細胞およびILC1が属します。Group 2は2型免疫を担う細胞群で、転写因子

GATA-3依存性でTh2サイトカイン (IL-4、IL-5、IL-9、IL-10、IL-13等) を産生するILC2

が属します。Group 3は転写因子RORγt陽性でIL-17やIL-22を産生するILC3が属してお

り、3型免疫を担当します。特に、ILC1、ILC2、ILC3は組織に常在するため、早期のヘ

ルパーサイトカインを産生することで、免疫の方向性決定や体質に深く関与します。例

えば、肝臓はNK細胞とILC1が非常に多く分布する組織で、様々なウイルスが肝臓を標

的としているため、肝臓はウイルス感染に強い組織と言えます。また、気道や皮膚は

ILC2が非常に多く分布している組織ですが、アレルゲン暴露に対して組織に常在する

ILC2が活性化するため、気道や皮膚はアレルギー性炎症を来しやすい組織になります。

抗細菌免疫を担当するILC3は皮膚や消化管に非常に多く存在しており、抗細菌防御応答

を行いますが、その機能亢進により乾癬や炎症性腸疾患の発症に寄与します。このよう

に、自然リンパ球分布の数的・機能的バランス維持機構は生体恒常性を維持する上で非

常に大事であり、その破綻は免疫体質の乱れと疾患感受性の獲得へと繋がっていきま

す。本講演では、自然リンパ球サブセットのバランス制御機構に関して、私達の最新の

データをご紹介します。 

 

＜略歴＞ 

1998～2001年 北海道大学医学部小児科学講座、王子総合病院、江別市立病院  

2001～2005年 北海道大学医学部小児科学講座 医員 

2005～2009年 北海道大学医学部 (現) 免疫学分野 研究生・特任助教 

2009～2016年 Howard Hughes Medical Institute, Division of Rheumatology,  

 Department of Medicine, Washington University School of Medicine.  
 Research associate, Research specialist. 

2016～2019年 理化学研究所 生命医科学研究センター 免疫転写制御チーム 

  (きぼうプロジェクト) 上級研究員 (主任研究員)  

2019年～現在 秋田大学大学院医学系研究科 微生物学講座 教授 

2022年～現在 秋田大学バイオサイエンス教育・研究サポートセンター センター長 

2023年～現在 秋田大学感染統括制御・疫学・分子病態研究センター  

 感染分子病態研究部門長 

  



講演Ⅳ 

医療を支えた貢献者たち:実験動物の貢献 

 
秋田県獣医師会 (秋田県医師会との連携に関わる委員会委員)  

松田 幸久 

 
今年のノーベル生理医学賞は線虫を用いて行われた「miRNAと転写後の遺伝子発現の

調節におけるその役割の発見」であった。このように最近は動物愛護思想の高まりと科

学技術の進展から哺乳類を用いた研究での受賞は少ない。 

ところで1901年から2024年までにノーベル生理医学賞は129件で、そのうち動物を用

いた実験での受賞は90件程 (約70％) であり、特にイヌを用いた実験での受賞は1904年に

パブロフの「消化に関する研究」を含めて、私の知る限りでは16件であった。抑留犬を

使った実験でカナダのバンディングが1923年に「インスリンの発見」で受賞したのも有

名である。 

第二次大戦中 (1940年～1942年) はノーベル生理医学賞の受賞はなかったが、米国では

戦争に使われていた多額の資金を戦後は成人病やがんの研究に使われるようになった。

特に循環器の研究には抑留所由来のイヌが多く使われていた。そのような中、悪質な業

者が家庭で飼育されていたイヌを盗み研究所に売りつけていた事件がLife誌にスクープ

され、それを契機に動物実験でのイヌの適切な使用を目的として1966年に米国の動物福

祉法が制定された。 

わが国では1990年の武蔵村山病院でのシロの事件を発端として、動物福祉思想が高ま

り2004年以後は抑留所由来のイヌは使われなくなり、2006年に「動物愛護及び管理に関

する法律」が改正され、さらに「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基

準 (環境省告示) 」が制定され現在に至っている。 

ところで、秋田大学医学部では1977年頃には年間に700匹以上の保健所由来のイヌが

臨床医学の研究に使われていた。検疫の一環として血液検査を行ったところ、それらの

イヌの多くが心臓糸状虫に罹患しており、そのようなイヌを循環器の研究に用いること

に疑問を感じていた。しかし最近になって、その頃の冠動脈に関する基礎的研究が現在

の心筋梗塞の治療 (ステントの開発等) に役立っていることを改めて理解した。 

また抑留犬ではないが、神戸大学医学部の渡辺嘉夫教授が開発したWHHLウサギがコ 

レステロール代謝の研究に役立ち、ゴールドスタインらが1985年にノーベル生理医学賞 

 

 

 



を受賞し、さらに遠藤章先生の高脂血症の治療に役立つスタチンの開発へと繋がった。 

このように現在の医療を支える貢献者たちや実験動物の貢献について触れてみたい。 

 

＜略歴＞ 

1977年 岩手大学大学院農学研究科獣医学専攻修士課程修了 

1977年 秋田大学医学部動物実験施設 教務技官 

1982年 秋田大学医学部動物実験施設 助手 

1987年 秋田大学医学部動物実験施設 講師 

1990年 秋田大学医学部動物実験施設 助教授 

2004年 秋田大学医学部バイオサイエンス教育・研究センター動物実験部門  

准教授 

2015年 秋田大学バイオサイエンス教育・研究センター動物実験部門 退職 

2015年 秋田大学医学部 非常勤講師 

2018年 秋田大学医学部 非常勤講師終了 

2019年 日本実験動物学会 動物実験に関する外部検証専門委員  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第35回 東北動物実験研究会実行委員会 

委員長    関 信輔  (秋田大学 バイオサイエンス教育・研究サポートセンター 動物実験部門)  

事務局長   山﨑 渉   (          同   上          )  

委員 柳田 愛美  (          同   上          )  

 東谷 美沙子  (          同   上          )  

 及川 剛宗  (          同   上          )  

 藤井 有里子  (          同   上          )  

 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 



謝辞 

 
第 35 回 東北動物実験研究会開催にあたり、下記の企業より 

ご支援をいただきました。ここに、厚く御礼申し上げます。 
 

 
【 ご協賛企業 】 

 

オリエンタル酵母工業株式会社東日本バイオ営業部 

萱場工業株式会社青森営業所 

有限会社熊谷重安商店 

ジェネスティア株式会社 

ダイダン株式会社秋田営業所 

テクニプラスト・ジャパン株式会社 

農地所有適格法人東京牧場株式会社 

東北化学薬品株式会社秋田支店 

株式会社 南部医理科秋田営業所 

日本クレア株式会社仙台出張所 

 
 (五十音順、敬称略)  

 
 

謝辞 

 



第 35 回 東北動物実験研究会開催にあたり、下記の企業よりご支

援をいただきました。ここに、厚く御礼申し上げます 
 
 
 
 
 
 
 

【 広告掲載企業 】 
 

オリエンタル酵母工業株式会社東日本バイオ営業部 

テクニプラスト・ジャパン株式会社 

農地所有適格法人東京牧場株式会社 

東北化学薬品株式会社秋田支店 

株式会社南部医理科秋田営業所 

日本クレア株式会社仙台出張所 

 
 (五十音順、敬称略)  
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